
看護学生の自己評価能力を高める
指導に関する研究

研究テーマ

自己の看護実践を、対象の事実をどのように認識して行動し、そ
の結果対象の反応をどう認識したかを事実的に振り返り、客観的
に自己評価することは看護実践能力を高めるために重要であると
考えます。学生が実習における看護実践を自己評価できるために、
看護教員としてどのような関わりが効果的であるのかを研究して
います。

概要

看護教員が学生の自己評価を促す指導上の視点を持って、学生と
関わることで、学生が実習での看護体験からの学びが豊かになり、
看護者として大きく成長できるような体験を蓄積していき、質の
高い看護教育実践につなげていきたいと考えます。

具体的な内容

在宅看護学分野における看護教育や訪問看護ステーションと連携
した研究などにも取り組んでいきたいと考えています。
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